
学校運営協議会による評価について 
                                                         校長　 相　 馬　 　 　 仁 

                                           　　                        
  今年度３回目の学校運営協議会が２月2５日に開催されました。委員の皆様から、今年度の学校
運営に対して評価やご意見をいただくとともに、来年度の学校運営方針を検討していただきました。
　 皆様からのご意見をもとに、今後も「心豊かでたくましく人生を切り拓く生徒の育成」を目指し、
チーム五中、オール五城目で取り組んでまいります。 
  今回の学校報では、学校運営協議会委員の皆様による評価について報告いたします。 
  【評価の見方】 
     Ａ：具体的な活動がなされ、目標が達成できた。 
     Ｂ：具体的な活動はなされているが、十分に目標は達成できていない。 
     Ｃ：具体的な活動がなされておらず、目標も達成できていない。

Ⅰ確かな学力（進んで学ぶ力）          【評価】Ａ：１３人　Ｂ：１人　Ｃ：０人
【主なご意見】 
・県学習状況調査の結果は良好で、全ての教科で県平均を上回っていて
　すばらしい。今後も継続した指導をお願いしたい。 
・「探究型の授業づくり」と「家庭学習の充実」の２つの取組のよさが、
　基礎的な学習内容の定着に結び付いていると感じる。「学校の勉強が
　よく分かる」の肯定的回答の割合が高いので、今後は「勉強が好き　
　だ」の割合の上昇を目指してほしい。 
・教科によっては学力の二極化傾向が見られる。つまずいている生徒一
　人一人への丁寧な指導をお願いしたい。 
・授業を参観した際、どの学年も生徒が主体的に取り組んでいた。教室
　だけでなくホールも活用し、ＴＴ(ティーム・ティーチング)により一
　人一人に応じた指導をしていると感じた。 
・テストの点数だけではなく、同時に、楽しく学ぶ、自ら興味をもった
　ことを深めることが「進んで学ぶ力」には必須だと思う。 
・教科別では好みにバラつきがある感じだが、「何のためにこの教科を学ぶのか」を個々が
　自覚した瞬間、おもしろくなってくれると思う。「やる気スイッチ」を見付けてあげてほ
　しい。

Ⅱ豊かな心や社会性の育成（他を思いやる心）【評価】Ａ：１１人　Ｂ：３人　Ｃ：０人

【主なご意見】 
・県の調査で「学校が楽しい」「自分にはよいところがある」「将来の夢
　や目標がある」が県平均以上で９割を超えているなど、とても大切なこ
　とで喜ばしい。自己肯定感の高さを感じる。 
・日頃の生徒の変化に気付けるよう、学校と家庭の連携をしてほしい。 
・気になる生徒に関しては、全職員の共通理解が必要だと思う。 
・「自分にはよいところがある」と感じ、安心して日々を過ごすことので
　きる環境をつくってくれてありがたい。 
・五一中は、道徳教育にも力を入れていると思う。小中連携のあいさつ運動等も地域を巻き
　込むなどして、人を思いやる、敬える優しい人になってほしい。 
・生徒一人一人の活動の場が創出されることは、子どもたちにとって自信につながると思う

　ので、今後もよろしくお願いしたい。 
・「地域に根ざしたふるさと・キャリア教育」私たち大人も、もしかし
　たら地域のことをよく知っていないかもしれない。マイナス面にば
　かりに目がいってしまっているかもしれない。小・中時代にこうい
　う地域と関わる学習が取り入れられているのは、とてもよいことだ
　と思う。 

・今後も保護者と地域と連携し、生徒に寄り添った支援を続けてほしい。
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Ⅲ地域とともにある学校づくり（地域に学び貢献する力）  
                                         【評価】Ａ：１２人　Ｂ：２人　Ｃ：０人  
 【主なご意見】  
・１、２年生とも「人の役に立つ人間になりたい」「地域のためになる活  
　動に進んで取り組みたい」が県平均を大きく上回っており、ふるさとを  
　思う気持ちが強く表れていると思う。  
・「地域とともにある」ということが色々と見えて、とてもよいと思う。  
・町外、県外からの人もいるので、積極的に様々な人の話を聞くなど、引  
　き続き地域の企業や店、人とのつながりを大切にしてほしい。   
・発表する機会がたくさんあると思う。男女共にもう少し大きい声だと聞きやすい。  
・地域との関わりをもち、地域への貢献をしたいという気持ちを育むことが他者理解を深め、  
　さらに「社会に出たときに役立つよう、勉強したい」という学習意欲にもつながると思う。  

・卒業生、会社員、地元に残って新たな歩みをしている先輩方  
  の話を聞く機会を増やしてほしい。  
・町の盆踊りや町のイベントなど地域の活動にも進んで参加し  
  て地域を盛り上げてほしい。  

 

　 ２０２６年 ３月 行事予定 
 

 日 曜 行　 　 事　 　 等
 １ 日
 ２ 月
 ３ 火
 ４ 水 公立高校1次募集検査日　 １・２年実力テスト
 ５ 木 卒業式予行・３年生を送る会
 ６ 金 卒業証書授与式 
 ７ 土
 ８ 日
 ９ 月
 10 火 　

11 水 職員会議
12 木

 13 金 公立高校1次募集合格発表
 14 土
 15 日
 16 月
 17 火
 18 水
 19 木 修了式・大掃除
 20 金 春分の日
 21 土
 22 日 春季休業～4/３  

23 月
24 火

 25 水 新入生学級発表･物品販売
 26 木

 27 金 離任式　 新３年学級発表
 28 土
 29 日
　  30 月
　 31 火

　 　
※本校ＨＰに校報のカラー版を掲載しています。 

 
 
 

 〈４月の主な行事予定〉　 4/７(火)始業式　  

4/８(水)入学式 　 4/1７(金)ＰＴＡ授業参観 

4/25(土)～4/26(日)市郡春季大会 

4/３０(木)五城目高校との合同ボランティア 

第２回PTA授業参観・学年懇談 

−２月1３日(金)− 
　 今年度最後のPTAでは、たくさんの保護者の方々に参
観いただき、ありがとうございました。１年生は、生徒企画
でこの１年間を振り返る学年集会でした。２年生は、３か
月後に迫った修学旅行の訪問先のプレゼンテーション、３
年生は、高校入試に向けて、友達とともに面接試験対策
を行いました。 
　 各学年とも、生徒一人一人が自分らしさを発揮し、仲間
と協力して生き生きと活動しているのが印象的でした。

組子細工体験授業（２年生）　 ２/２６ 
　 毎年行っている組子細工の体験授業を、今年も実施し
ました。講師は、小玉建具店の小玉順一さんです。小玉さ
んは、本校生徒玄関と玄関ホールの間の戸に施されてい
る絵柄組子の製作に携わった方です。 
　 初めに組子の歴史等のお話を伺ってから、コースター
の組立てを体験しました。 
　 町の伝統工芸の製作を体験することで、ふるさとの良さ
を改めて実感する貴重な機会になりました。 

五城目町ＰＴＡ連合会表彰 
　　　 ～五城目消防署様・(株)秋田東北ダイケン悠紀の国五城目様～

 
　 五城目町ＰＴＡ連合会では、毎年本校の職場体験学習
にご協力いただいている企業様等に感謝状をお送りして
おります。今年度は上記の二社にお贈りしました。 

　 感謝状は、五城目町ＰＴＡ連合会副会長であり本校ＰＴ
Ａ会長の渡邉さんが直接訪問して届けてくださいました。 

　
各学年ともキャリア教育として、今年度も職場体験学習

や地域職業ガイダンスなどを行うことができました。地域
のたくさんの方々のご協力のおかげで、生徒が豊かな活
動を経験することができました。心から感謝申し上げます。 


